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論　　文　　の　　要　　旨
　渦鞭毛藻類は近年社会的問題となっている｛一赤潮”の主要原因生物として、また水界における基
礎生産者として水産学ラ海洋学および生態学の分野で注目される生物群であり，また！｛渦鞭毛藻核”
と呼ばれる生物界では他に例を見ない特徴的な核をもつことなどから純生物学的にも極めて興味の
ある生物群である。渦鞭毛藻類の大部分は単細胞・遊泳性であるがラ不動性や寄生性などもあり雪
形態や生活型は多様性に富む。
　本論文は渦鞭毛藻類のうち，生活史の大部分を不動性で過ごす有柄渦鞭毛藻目と糸状渦鞭毛藻目
の生活史ヨおよび生活史の各相の微細構造と分類を主に扱ったものである。今世紀初頭に不動性の
渦鞭毛藻類が発見されて以来言記載レベルの研究はある程度行われたがラ培養による生活環の全狸
の解明や微細構造の研究は少く、不動性渦鞭毛藻の実体は不明の点が多いまま今日に至った。本研
究ではこれら不動性の2目の渦鞭毛藻類およびそれらに関係をもつ藻類，計6属8種について培養
により生活環を明らかにし。また各相の微細構造の研究等を行いヨ種の分類を確立するとともにラ
渦鞭毛藻綱のより自然な分類体系の確立に寄与する重要な知見を得た。研究の対象とした渦鞭毛藻
類にはタイドプールに生育習性をもつものが含まれるがヨこれは日中は遊泳相ラタ～夜問は不動相
であるがゆえに、遊泳性と不動性の渦鞭毛藻類の類縁関係の解明に秀れた材料であると判断したか
らである。研究の結果，不動性の有柄渦鞭毛藻目に所属する2種（後述のNα6とNα7）が，それら
の遊泳相の細胞の特徴により互いに系統的にかけ離れた生物群であるそとが明らかとなりラまた糸
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状渦鞭毛藻目の1種（Nα8）が糸状相のほかに単細胞性の不動相と遊泳相の生活環をもつなどラ注
目すべき知見が得られた。なを研究の対象とした分類群は次の6属8種で，このうちヨ7）は新属
新種，1），2），4），6）は新種ヨ3）は新変種ラ5）は新組合せの種である。これらは国際植物
命名規約に従いヨラテン語記相を付して記載した。1）Gツ舳o伽ク舳〃舳o肋s舳Hor1g㏄hi，
2）S6γφφ∫加〃αゐ伽ψ〃θ6ゴ〃g〃αHodguchi　et　Chih雛aヲ　3）S6プφφ8加〃α∫oo加脆var．力ol〃α
Horiguch呈，　4）　S6プφφ∫柘〃o1　力∫ε〃∂o∫〃ろ∫αZ∫α　　Horiguchi，　5）　λZθκαη∂〃〃〃2　　力sθ〃∂ogo〃ツα〃Zακ
（Bieche1er）Hoぎiguch｛、6）S似o荻〃〃脇肋≠o〃ZθHoriguchi　et　Chih服a争7）助伽ψ70必〃〃物
oo榊クZo〃o加閉　Horiguchi，　8）　！）ク％o肋ガκ力ακα6oκαPascher．
審　　査　　の　　要　　旨
　赤潮現象にも見られるように，渦鞭毛藻の多くはヨ生活史において不動相と遊泳相をもつことが
知られる。しかし，それら両相の交替がどのような機構に基づくのかヨそして交替に伴う形態の経
時的変化はどのようであるかなどについてのわれわれの知見は貧弱である。このため優勢な不動相
をもつことに基づいて設立された分類群ヨ有柄渦鞭毛藻目や糸状渦鞭毛藻目の実体には不明の点が
多い。著者はタイドプールに生育する渦鞭毛藻類が遊泳相と不動相を一日の周期で規則正しく交替
する習性に着目しヨ天然において定期的な周年観察を実施するとともにう光画温度等を人為的に制
御した条件下で培養実験を行い，不動相と遊泳相の関係について多くの秀れた知見を得ることに成
功した。本研究において著者が得た成果はラ渦鞭毛藻類のより自然な分類体系の確立に大きく貢献
するとともに。社会的な問題となっている赤潮発生機構の解明に重要な基礎資料を提供する結果を
もたらした。本論文は著者の研究者としての能力を十分に示したものといえる。
　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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